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発刊にあたって 

ご あ い さ つ 

 

京都府ＮＩＥ推進協議会 

 2022年度 会長 位藤 紀美子 

 

 

 2022年度の京都府におけるＮＩＥ実践報告書をお届けいたします。学校でのＮＩＥ活動に

際しましては、実践指定校の先生がたを中心に、京都府・京都市の両教育委員会や学校、各

新聞社、日本ＮＩＥ学会等諸機関の多くのかたがたのご協力やご支援を賜ってきております。

心より感謝を申し上げます。 

 このたびは、ＮＩＥ指定校として９校（小学校３校、中学校４校、高等学校２校）より、そ

れぞれ２年目または１年目の実践についてご報告いただいております。通常の教室での授業

が継続しにくい状況で、新たな取組は、学習者の興味を惹くことはできても、年間カリキュ

ラムに位置づけて、教科間や学年間の連携をはかりながら、一人ひとりの学習者の力を着実

につけていくのは、容易なことではありません。小学校、中学校、高等学校、それぞれの学校

段階で、新聞の閲覧や掲示のコーナー設置に始まり、校内の図書館担当者等との連携や、図

書委員会や「朝の読書」の時間等も活用し、新聞に興味を持ち親しむ場を設けつつ、国語科

や社会科、生活科、総合的な学習の時間などで、新聞やその記事を用いて、学習者に、情報収

集→選択→活用→表現・発信等々について学ばせ、実践させています。児童・生徒にとって、

新聞を直接手に取り、活用する体験を積み重ねていくことが大事だとよく分かります。実践

に携われている先生がたにお礼を申し上げます。 

 2023年度には、新型コロナは、第５類の感染症の扱いになりますが、まだ収まったわけで

はありませんので、それぞれが十分に注意をしなければならない状態です。このコロナ禍で、

学校におけるＩＣＴ導入が急速に進んでいます。近年、日常的にスマートフォン等を使用す

る児童・生徒は少なくなく、加えて、家庭で授業を受けたり、授業中に関連項目について調

べたりするために、個別にタブレットを活用することが増えているためです。 

 欧米では、「デジタル社会のよき担い手」を目指し、「デジタル・シティズンシップ教育」が

進められており、日本でも、いくつかの学校で、実践が始まっていると伺っております。検

定教科書のデジタル化も始まるなか、学校でのＮＩＥ活動もより重要になるのではと考えて

います。特に「紙面」を見ることの意味です。また、興味や疑問から始まる検索だけでなく、

「読書と思索」の世界も大事です。一人ひとりの児童・生徒が「社会における自己」を認識

し、新たな未来を拓く糧を得ることができるよう、願っております。 

 どうぞこれからもいっそうのご指導やご協力、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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小学校 国語科・社会科・生活科・総合的な学習の時間 

新聞を生かし、しなやかに学ぶ子の育成 
～新聞の内容を理解し、利用し、熟考する力を育む～ 

京都市立羽束師小学校 教頭 内野 英教 

 

１．実践の概要 

 本校は、令和３年度よりＮＩＥ実践校となり、本年度２年目の取組を終えた。学校目標

「なりたい自分に向かって なかまと学び しなやかに のびる子の育成」を根底に置き、

研究を進めてきた。年間計画の作成から始まり、校長室前の新聞コーナー・掲示板の活

用、授業で取り組んだはがき新聞の学年フロアーへの掲示、そして、帯時間（ステップタ

イム）に新聞を活用した授業を週に１回実施するなど、1年間を通して各自がアイデアを

出し合いながら取組を進められた。 

また、新聞を活用した授業の工夫について、校内研修や校外からの参加者を募った授

業研究会を行い、全校・全市でＮＩＥの取組を進めていく足掛かりとした。また、低学年

も楽しく新聞が活用できるよう、実践者の教職員中心に勉強会を実施した。 

さらに、新聞記事に、より親しみがもてるよう、委員会活動にも新聞学習を取り入

れ、みんなで選んだ新聞記事を放送部が週に 1回紹介する機会も設けた。 

次年度に向けて、各学年の年間計画も新たに作成した。各学年概ね１学期に１単元、

年間で３単元、重点的に取り組む活動を設定した。朝の学習や帯時間を中心に、授業の中

でも新聞を活用し、新聞に触れ合う時間を意図的に授業へ取り入れていきたい。今年度取

り組んだ「新聞をスクラップしよう」「クラスの係からみんなへ 新聞で伝えよう」「校内

放送での新聞記事紹介」「社会見学新聞」「歴史新聞」に加え、「SDGｓを進めよう」「日本

文化を発信しよう」など、学年にあった単元構成で実践を深めていきたい。 

 

２．新聞の置き場所と活用方法 

子どもたちがいつでも閲覧し、手にとって読むことができ

る場所として、校長室前に新聞コーナーを設置している。 

さらに、新聞コーナーの横に掲示板を設置し、複数紙の新聞

を読み比べたり、注目される記事を取り上げて掲示したりし

ている。立ち止まって新聞を読んだり教室に新聞を持ち帰っ

て読んだりする子どもたちの姿が

見られた。また、過去の新聞は、各

クラスに随時配布し、教室での新聞

学習に活用したり、子どもたちが興

味をもった記事をいつでも読んだ

りすることができるようにした。 

 

 

 

校長室前の新聞コーナー 

令和４年度新設 テーマごと新聞記事ラミネートコーナー 
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３．実践の内容 

○低学年の取組 

＜主な取り組み＞ 

廊下に小学生新聞の掲示  

  

 

帯時間(ステップタイム)に小学生新聞の記事の読み取りや見出しづくりをする。 

    

 

はがき新聞づくり 

     

 

＜児童の変容＞ 

二年生で新聞を扱うには、少しハードルが高いと感じていたが、親しみやすい記事や写

真を紹介したり、小学生新聞を活用して掲示したりすることで、新聞に親しむ機会が自然

と増えていったと感じる。また、『新聞を見る→新聞を読む→見出しを考える→新聞をつく

る』という情報をインプットするところから日ごろの学習で得た知識や情報（生活科で調

べてきた地域の情報）を発信するという一連の流れを低学年でも行えたことで、新聞を通

してさらに子どもたちの活用力や表現力も高まった。 

 

ホワイトボードに読む視点を書いて

興味関心をもたせる。 

だれもが興味をもてるようにたくさんの

文字の中でここが面白そうという場所に

矢印をつける。 
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【ふりかえり ～成果〇と課題△～】 

〇記事の中からクイズのように問題を出すことで、楽しみながら新聞に触れ、読解力をつ

けることができた。 

〇各自が見出しを考え、紹介し合うことでどんな見出しが写真や記事に合うかその都度考

えることができ、見出しを付ける感性が養われてきている。 

〇はがき新聞づくりでは、いつもは読む新聞を発行する立場になることで、児童の意欲関

心が非常に高まった。はがき新聞は文章量が少ないため気軽に取り組むことができた。

少し大きめの原稿用紙（8mm）を用いることで二年生でも苦なく書くことができた。 

〇ステップタイムで見出しを考えることを続けてきたため、はがき新聞の見出しをセンス

よくすぐにつけることができた。 

〇新聞を掲示することで、活字に興味をもつようになった。いろいろな情報を得ることが

でき、子ども同士で新聞を前におしゃべりする場面が見られ話題が広がった。 

△読む児童が限られているところもあるので、掲示とともに記事の紹介も並行して行う必

要がある。 

 

〇中学年の取組 

＜主な取り組み＞ 

・国語科「新聞を作ろう」の学習で新聞の書き方について学

んだ。その後、社会科の「用水のけんせつ～琵琶湖疏水～」

の学習のまとめで新聞を作成した。 

・京都新聞ジュニアタイムズの編集長をゲストティーチャー

に招き、新聞の見出しの作り方や取材の仕方について学ん

だ。学んだことをもとに、琵琶湖疏水の社会科見学に行き、

見てきたことや学んだことを新聞にまとめた。 

・教室の本棚に新聞を置き、定期的に担任が新聞記事の読み聞かせを行った。 

・夏休み明け、夏休みの思い出をはがき新聞にまとめた。 

・2学期中頃より、朝の会で定期的に自分の興味のある記事を紹介する時間を設けた。 

・総合的な学習の時間に「環境やさしさ大作戦」をし、低学年に地球環境について伝える

ために、新聞記事を使ってどんなことを紹介するかを考える授業を行った。 

 

＜児童の変容＞ 

【成果】 

4 月当初より、子ども達がすぐ手に取れる場所に新聞を置いて

おくことで、時間のある時に新聞を読んでみようと思う児童が増

えた。また、一人が興味のある記事を見ていると、みんなが自然

と集まって話をしたり、一緒に記事を見たりすることで対話が生

まれていた。新聞にまとめることを社会科で何度か行うことで、

新聞にまとめる力が少しずつついてきた。限られたスペースに自
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分の思いを載せるためには、何を書けばよいか、自分の書きたいことを精選したり、要約

したりできるようになってきた。見出しの大切さを教えていただいたことで、見出しを何

にするかをしっかりと考え、新聞を書こうとする児童が増えた。 

また、はがき新聞はよりスペースが少ないので、難しいかと考

えていたが、子ども達は自分の夏休みの思い出という書きたい目

的があったので、その中にコンパクトにまとめ、楽しんで活動す

ることができていた。何かまとめてみんなに発信しようとしたと

きに、新聞にまとめればよいという意見がすぐに出てきて、自分

の発信方法の一つとして新聞を使っていきたいと思える児童が多くなった。 

ゲストティーチャーとして京都新聞社の方に来ていただくこと

で、子ども達はとても意欲的に新聞について学ぶことができた。

新聞記事を PDFにして一つずつの短い記事にすることで、子ども

達は記事を読みやすいようで、集中して読み、自分が必要な情報

を集めることができ、とても効果的だった。 

 

【課題】 

昨年度より新聞を読もうとする児童は増えた。しかし、子ども用の新聞は読めるが、一

般紙は見るだけで読めない漢字も多いので、まだまだ内容をたくさん読める児童は少ない。

見出しの大切さには気付いているが、語彙が少なく、目を引く見出しを作ることができる

児童を増やしていきたい。 

 

○高学年の取組 

＜主な取り組み＞ 

「NIEのまど」と題して自分の興味をもった記事を共有できるようにした。 

まず、新聞記事の中から、自分が気になった部分に線を引いたり、囲ったりして記事

をいくつか見つける。次に、いくつか囲んだ記事をもう一度読み返し、自分の意見や疑問

に思ったことや友だちに伝えたいものを１つ選び、切り取る。最後に、画用紙に記事を貼

り、自分の意見や疑問に思ったことを文章にして書く。長くなりすぎないよう５W１Hを

使って短い文の中で考えを表現することに気を付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科（歴史分野）各単元

のまとめの学習でロイロ

ノートにて新聞づくりを

した。新聞づくりをする

ことで、単元の学習をふ

り返りながらテストに向

けて自分が大切だと思う

部分や疑問に思った部分

などをまとめることがで

きた。 

 

 

素敵歴史新聞 
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＜児童の変容＞ 

昨年度は、ワークシートを使用し選ばれた新聞記事を読み、記事の内容を問う方法で

進めていた。今年度は、自ら記事を選び選んだ記事から自分の考えや疑問を文章で表現で

きるように取り組んだ。自分や友だちが疑問に思ったことを宿題の自主勉強へ派生し、調

べる児童もでてきた。 

 新聞づくりでは、GIGA端末のロイロノート内の資料箱に教科書に載っている資料を保

存しておくことで、自分の書きたい記事の資料を自ら決定し記事にすることができるため

悩む時間が少なく取り組むことができた。 

【ふりかえり】 

「NIEのまど」を回覧し、成果物を共有することで同じ記事でも友達との感じ方や意見

の違いがあることに気づくことができた。 

素敵歴史新聞では、なかなか授業時間に完成させられなかった児童も、GIGA端末（ICT

機器）を駆使することで時間内に提出できる機会が増えた。 

 記事の意味を理解しながら読むことに時間を有する部分や自分の思いを文で書く際、話

し言葉と書き言葉が交ざってしまう部分があることが課題と言える。 

 

４．成果と課題 

【成果】 

・すすんで新聞を手に取る児童が増えた。 

 ・身近な社会や世の中の出来事に関心をもつようになってきた。 

 ・毎週の学習を通して、新聞を読むことが楽しいと思うようになった。 

 ・読解力やコミュニケーション力を高めることができた。 

 ・授業者が資料としての新聞活用を意識できるようになった。 

 

【課題】 

 ・資料が多岐に渡り、記事の選択に迷う児童がいた。 

・低学年では、フリガナをつけても新聞の内容を理解することが難しい子もいる。 

 ・活動内容によっては、意欲を高められないものもあった。資料教材等の選定が大事で

ある。 

 

ICT機器の普及に伴い、知りたいことの多くが簡単に調べられる時代になってきた。そ

のため、子ども達のなかで活字離れがおきてきているという印象がある。新聞を読んだり

読書をしたりすることは、想像力を膨らませ、語彙力を高め、様々な情報を活用しながら

未来を切り拓く、「しなやかな生き方」につながっていくと考える。この研究を通して培

った成果と課題を生かしながら、次年度も、子どもたちが新聞の内容を理解し、利用し、

熟考する力を育めるような実践に取り組んでいきたい。 
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小学校 国語科・社会科・総合的な学習の時間・特別活動等 

新聞を生かし、知識と可能性を進化させ、効果的に社会に参加し、    

自己の目標に近づく子の育成 

～新聞の内容を理解し、利用し、熟考する力を育む～ 
京都市立神川小学校 教諭 中川 和幸 

 

１．実践の概要 

 本校は、「自ら学び 共に高め合い 自分の将来を切り開く子の育成」という学校目標

を掲げ、研究に関わる取組を進めてきた。ＮＩＥ実践指定校初年度の令和４年度は、国語

科、社会科、総合的な学習の時間、特別活動等を中心に壁新聞作りや、新聞を読んで考え

たことをまとめたり、相手に伝えたりする活動に取り組んだ。 

１学期には、職員室前の棚に『新聞コーナー』を設置し、児童に新聞に触れることが

できるように環境整備を行った。それと同時に、ＮＩＥの取組についての今後の計画と学

年ごとに実践できる内容について実践代表者から校内研修を行った。 

２学期には、教科学習の中に新聞を多くの学年で取り入れることができた。４年生の

国語科「新聞を作ろう」、３年生の社会科「商店のはたらき」５年生国語科「新聞を読も

う」などの単元で、新聞機能学習ということで、実際の新聞を児童一人一人が手に取りな

がら、新聞の特徴を確かめ、オリジナルの新聞作りの意欲を高めることができた。 

３学期には、各担任が新聞記事で気になった記事を見つけて授業の導入場面で紹介を

したり、朝の会のグループトークの時間に新聞記事の話題をテーマにしたりするなど新聞

を積極的に活用しようと取組み、各学年で新聞に親しみ、触れる機会を増やすことができ

た。 

 

２．新聞の置き場所と活用方法 

児童がいつでも新聞を手にすることができるよう

に職員室前の棚を『新聞コーナー』とした。児童用の

机と椅子を置いて休み時間等に児童が新聞に触れる

ことができるように環境整備を行った。 

新聞の１面に児童の目に付きやすいように大きめ

の付箋を貼って、その日の注目の記事が何面にあり、

どういった記事なのかを知らせるようにした。地元京

都の記事や時事ネタ等をピックアップし、児童に紹介

するようにした。また、過去の新聞をまとめて棚の下

に貯めていくようにすることで、授業で活用する際に児童数分の新聞をまとめて利用する

ことができた。 

そうした取組を進めることで、徐々に休み時間等に新聞を手にとる児童が見られるよう

になった。 
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 【注目の記事を紹介した付箋の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実践の内容 

○２年生の取組 

・図画工作科「しんぶんとなかよし」では、家から持ち寄っ

た新聞紙をクシャクシャにしたり、ビリっと破いたり、ピン

と伸ばしたりしていろんな形に変身させた。形や色などを基

に、自分のイメージをもちながら、新聞紙やつくったものの

造形的面白さや楽しさ、造形的な活動、つくり方などについ

て、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げる

ことができた。 

 

・新聞クイズ 

職員室前に置いてある新聞紙を一人一人に渡し、写真や絵・

広告などに注目し、担任がそれに関するクイズを出題した。

まずは、新聞という媒体に慣れるというねらいをもって行っ

た。また、２年生までに習った漢字を記事の中から見つける

活動をすることで、新聞に慣れ親しむことができた。 

 

○３年生の取組 

・社会科「京都市の様子」の単元で、自分たちが選ぶ京都市のすてきな場所の紹介を新聞

の形式にして書く取り組みを行った。どの文章をどこに書くのか、見出しはどうするのか

などを考えながら新聞を作成した。 

 

・社会科「商店のはたらき」の単元では、スーパーマーケッ

トの工夫についてまとめる際に、前回の京都市の様子で作成

した新聞の経験を生かし、見出しに書く文の中身や大きさに

も着目し、人目に付きやすいような工夫をすることを意識し

て取り組むことができた。 
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○４年生の取組 

・国語科「アップとルーズで伝える」の学習では、まずは、

教科書の内容からアップとルーズの写真の特徴を捉えること

を念頭に置いた。特徴を理解した後に、実際の新聞を手に

し、自分が興味をもった写真がアップで撮られた写真なの

か、ルーズで撮られた写真なのかを考え、友だち同士で伝え

合う取り組みを行った。「この写真はアップで撮れているにち

がいない。」「これはどっちか正直わからんなぁ。」といったや

り取りが聞かれた。また、アップとして紹介した写真でも、

他の友だちはルーズではないかと意見が分かれることが多々

あった。そうしたやりとりから、写真だけでなく記事の見出

しや内容を読み直したりする様子が見られた。この記事を書

いた人が一番伝えたいことは何か、というところまで考えることができている児童も見ら

れ、今後の新聞学習に繋がる学習となった。 

 

 

・新聞記事の中から自分が興味をもった記事を一つ選び、学級のみんなの紹介する取り組

みを行った。日付の異なる様々な新聞をランダムに手渡し、その中から記事を選んでいっ

た。取り組んだ時期が丁度サッカーワールドカップが行われた時でもあり、スポーツに関

する記事に注目する児童が多かったが、国語科「アップとルーズで伝える」「新聞を作ろ

う」での学習を生かして写真に注目したり、見出しや小見出しの言葉から興味をもった記

事を読み進めたりすることができていた。選んだ後には、その記事を切取り、ワークシー

トに貼付けた。そして、なぜその記事を選んだのかを紹介する文章を書き、学級の中で交

流することができた。同じサッカーの記事を選んでいる児童の中でも、選手の目線に注目

した記事、勝敗に一喜一憂する国民の様子を伝える記事など様々であり、児童によって着

目する視点が異なるということがよく分かる取組となった。 

 

【新聞記事の紹介の取組例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

「チョコの原料 カカオ畑で働く子の問題

を知って」という見出しの『子』という文

字に注目し、この記事を選んだという理由

が書かれていた。 

※朝日小学生新聞 ２０２２年２月１２日 
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〇５年生の取組 

・国語科「新聞を読もう」の学習では、新聞の作り方や工夫を知ること、読み方を身につ

けて、生活や学習の中に生かしていくこと、二つの記事を比べて読み、どんなちがいがあ

るのか、どうしてちがうのかを考えることをねらいとして行った。複数の新聞の１面を見

比べて、気づいたこと疑問に思ったことを出し合った。京都新聞・毎日新聞・日本経済新

聞の三紙の１面を比べ、同じ日なのに取り上げている記事も違うことや見出しのちがいに

ついて学ぶことができた。 

 

・読売新聞の教育ネットワーク「ワークシート」を使い、新聞の文章からキーワードとな

る言葉や自分の感想を持つこと繰り返し練習した。また、取り上げた記事の内容と関連す

る事柄について、より深く知りたい、考えたいことについて自ら調べる活動を行った。 

 

４．成果と課題 

【成果】 

 ・これから新聞を読んでいこうと意欲を高めた児童が見られた。 

 ・新聞には様々な情報が詰まっており、情報を得る手段として有効だと考える児童が増

えた。 

 ・新聞を読む際に注目する点（見出しや写真など）を理解できた児童が増えた。 

・興味を持った記事を友だちに紹介することで、読解力やコミュニケーション力を高

めることができた。 

  

【課題】 

 ・新聞の内容を理解することが難しい児童が少なからずいる。 

（ふりがなを付けたり、解説をしないと理解が難しい） 

・情報を集めるには、ネットでの検索が一番と考える児童も多く、新聞の有効性・有

用性について捉えきることが難しい。 

 ・新聞コーナーを設置し、新聞を手にする児童が増えたのは確かだが、決まった児童が

多く、学年全体・学校全体としてまだまだ拡がりを見せていない。 

 

【実践者の感想】 

今回の NIEの取組では、GIGA端末を活用し、朝日小学生新聞のデジタル新聞を申し込

んだ。児童が休み時間など、好きな時間に見ることができるような取組も行った。記事の

内容を交流することで、新聞記事の内容に興味関心を持つこと、コミュニケーション力を

高めるのに有効な手段ではあった。今後、デジタル新聞の活用をさらに進めていきたいと

いう思いがある一方で、新聞機能を学習したり、新聞製作の際の割付け方などを学んだり

するためには、やはり従来の新聞が学習しやすいという印象をもった。従来の新聞とデジ

タル新聞を場面によって使い分けていくことが今後重要になってくると感じた。 
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小学校 全学年 国語・総合的な学習の時間 

新聞で広げ、つながる草内（くさじ）っ子 
 

京田辺市立草内小学校 教諭 竹内 俊之 

 

 

１.実践の概要 

本校は「互いに学び合い、高め合う草内っ子の育成」を学校目標に掲げ、研究

主題を「新聞で広げ、つながる草内（くさじ）っ子」と設定し、ＮＩＥ実践校と

しての２年目も全学年で様々な取組を行った。１年目同様、新聞のよさやおも

しろさに触れ、社会のことを知るきっかけ、社会とつながってほしいと考えた。 

 

２.実践の内容 

（６年生） 

① 【総合的な学習の時間「なぞ解き研究」】 

今回は、朝日新聞主催の「謎解き研究コンクール」に全員応募した。子ど

もたちの意欲は非常に高く、自分の気になる記事の分からない言葉について

意欲的に調べることができていた。最初は、子どもたちが取り組みやすいよ

う教師が選んだ記事について実践を行った。現在の情勢を鑑み、ウクライナ

とロシアとの戦争などを子ども新聞から切り取り、やり方等を確認してから、

取り組んだ。また、国語辞典等の使用のみならず、それに関わる記事等をタ

ブレット端末で検索を行い、さらに学習を深めることができた。そして、自

分自身で記事を選び、文章を読み、気になる言葉を調べ、さらにそれに関わ

る記事を探し、検索を行い、理解を深めていった。最終的に、今年度は５１

名応募し、１点が優秀賞に選出された。 
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② 【学年掲示板、NIE コーナーの活用】 

 学年掲示板に教師が気になる記事を選び、それに一言感想を添え、子ども

たちの興味感心を引き上げた。どの児童も読みやすいように、できるだけル

ビがふってある子ども新聞を選び、掲示を行った。 

また、読売新聞、朝日新聞、日経新聞、京都新聞などの新聞を学年の NIE

コーナーに置き、子どもたちが気になった記事を自分で見つけ、読みやすい 

環境づくりを行った。 

 

（５年生） 

① 【総合的な学習の時間「なぞ解き研究」】 

朝日新聞主催の「謎解き研究コンクール」に取り組んだ。国語辞典やタブ 

  レットを活用し、言葉の意味を調べながら記事を読むことで、より記事の 

  内容が伝わり、深く新聞を読むことに繋がっていた。また、読んだ後にまと 

  めを書くことを通して、記事に対する自分の考えをもつこともできていた。 

 

② 【社会科の学習「新聞ができるまで」】 

   グループごとに新聞にはどのような種類の記事があるのかを探す活動を 

行った。政治、スポーツ、経済、くらし、事件や事故などの他にも、広告や 

テレビ欄、最近では二次元コードも記載されているなどいろいろな気づき 

があった。その後、それぞれの記事を書くのが取材記者で、その記事をチェ 

ックするデスクの役割や、出来上がった記事を編集する編集記者がいるこ 

となど、たくさんの人が関わって新聞が制作されていることを学習した。 

 

③ 【国語の学習「地方紙と全国紙の違いについて」】 

   同じ内容の記事を扱った地方紙と全国紙の２つを見比べる活動を行った。 

どういう点が違うのかを挙げた後、どうしてそのような違いがあるのかを 

考え、交流した。新聞には、読み手(読者)を意識した様々な工夫がされてい 

ることを知ることができた。 
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④ 【NIE コーナー「気になる記事の掲示」】 

 学年掲示板に教師が気になる記事を選び、記事に関する教師の思いや考 

えを添え、子どもたちの興味感心を引き上げた。立ち止まり、読んでいる児 

童も多かった。 

 

⑤ 【新聞コーナーの設置】 

 読売新聞、朝日新聞、日経新聞、京都新聞などの新聞を学年の新聞コーナ 

ーに置き、子どもたちが気になった記事を自分で見つけ、読みやすい環境 

づくりを行った。 

 

（４年生） 

① 【総合的な学習の時間「目指せ県境博士」】 

１学期は総合で、環境について学んだが、その

１つに学んだことをいくつか選んで、タブレット

で新聞にまとめた。新聞の一面のレイアウトの意

味には、大見出し、小見出し、写真やデータをつ

けたりしてまとめていく形があったり、意味があ

ることを知ってから、環境新聞としてまとめた。 

 

② 【学年掲示板と NIE コーナー】 

ルビがふってあって読みやすいので、京都新聞

ジュニアタイムズを読める場所を設置した。子供

たちが読んでいる場面を多く見受けられた。 

また２学期に 1 度だけ（３時間扱い）、「謎解き研究」として気になる

記事を深読みした。班で読み合ったり、その用紙を廊下掲示することで、

学年全体で互いの記事や感想を読み合ったりすることもできた。新聞に興

味を持ったようだった。 

さらに、学年掲示板にワールドカップでの日本代表の試合の新聞記事を掲 

示したときは、子供たちは食い入るように読んでいた。新聞の迫力ある写真 

や記事を興味深く読んでいた。 
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（３年生） 

① 【国語「新聞を開いてみよう」】 

３学期には、新聞の中から写真を選び、吹き出しをつけ、台詞を考える 

活動をした。野球やサッカーなど、スポーツの写真に興味をもつ児童が多 

く、記事を読んでいる場面も見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

② 【NIE コーナー】 

教室前廊下に、京都新聞ジュニアタイムズを設置した。３年生にとって

は、まだ読めない漢字が多いため、熟読する様子は見られないが、ペラペ

ラめくって写真や見出しを見ている場面を多く見受けられた。新聞に興味

を持ったようだった。 

 

（２年生） 

① 【生活科「とび出せ！まちのたんけんたい！」】 

個人が調べた内容をまとめたものを集め、班ごと

に新聞形式にて模造紙１枚の掲示物を作成した。タ

イトルを考えたり、イラストを足したりしながら、見

ている人に興味を持ってもらう工夫を考えながら作

成することができた。 

 

② 【NIE コーナー】 

京都新聞ジュニアタイムズを置いて、だれでも見

られるようにした。子どもたちは週ごとに新聞が新しくなることを楽しみに

している様子で、新聞に興味を持っていた。また、ジュニアタイムズはふり

がながふってあるので読みやすく、読んだ内容を話題に 

している児童もいた。 
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（１年生）  

① 【国語「ひらがな学習」】 

京都新聞ジュニアタイムズで、新聞を読ませて、ひらがなを見つけたりし 

た。最初はタブレットで撮影した画像を送信していたが、児童たちの「もっ 

と読みたい」という声に応え、一人一人に新聞を配付した。児童たちは自分 

たちの読める部分を喜んで読んでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（特別支援学級） 

・学年や学習内容、興味も違うクラスなので、内容を個別に変えて、新聞を活

用した。クイズが好きな子、怖い話が好きな子、マンガが好きな子。始め 

は、新聞を見てくれるか心配だったが、興味のある内容には、関心を示すこ

とができた。 

 

（図書室） 

・１年目同様、図書室にも新聞を読めるコーナーを作り、一面の紙面の意味を

解説したものを貼っておいた。また、古い新聞も保管し、いろんな学年が使

えるようにした。 

 

３.成果 

（子供の変容） 

・子供たちはテレビやインターネットで出来事をなんとなく知っているが、詳

しくは知らないので、新聞を読むことや語句の意味を調べることで、これまで

の知識がつながり、社会で起きている出来事への関心やもっと調べてみたいと

いう思いが高まっていた。 

・新聞の形で学習してきたことをまとめるのは、情報処理能力を高めるにはと

ても効果的であった。情報の取捨選択力、まとめる力、それを発表する力など、

今後も国語や社会、総合などで取り組んでいきたい。 

・２～６年生が新聞閲覧コーナーを作ったので、児童たちの目に触れる機会が

増えた。 
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（実践者の感想） 

・１年目に高学年で行った「謎解き研究」がとても有意義だったので、勧めたと

ころ、いろいろな学年が取り組んだ。そのやり方をしっかりと継承できた。NIE

実践校でなくても、続けたいという教師の声が多くあった。 

・各学年の掲示板に１～２週間ごとに、「ＮＩＥこんな記事が気になりました」

のコーナーを作り、（担任外や事務職員も含めて、新聞記事と全職員の感想や意

見を書いたものを掲示した。特に校長先生は、いろいろな新聞記事を取り上げ

てくれて、全校朝礼でも紹介してくれた。 

 

４.課題 

・カリキュラムとして新聞の学習をどのように行い、何を学ばせるのか、何時

間するのかなどをきちんと決めないとなかなか取り組めない。 

・実践指定校ではなくなる中で、新聞をたくさん購入できなかったり、NIE 会

議がなくなったり、学校としてどう取り組んでいくのかを検討していく必要が

ある。そのために、我々教職員が日頃から新聞を読み、気になった情報につい

ては、すすんで子供たちに語るなど発達段階に応じて取り組みを継続していく

必要がある。 
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中学校 国語科１年 

社会に対するアンテナを張る 
～新聞記事から時事問題を学ぶ～ 

京都市立花山中学校 教諭 野中 さやか 

 

１．実践の概要 

 本校は、「志を高く、多様な学びを通して、持続可能な社会の担い手を育成す

る」ことを学校教育目標として掲げている。「多様な学び」という観点から、学

び方の１つの手段として、「新聞」というメディアを活用した取組を設定した。 

現在、生徒を取り巻く学習環境は大きく変化しており、その１つが、ＧＩＧＡ

スクール構想のもとで進められているＩＣＴを活用した学びの構築である。生

徒には１人１台タブレットが支給されており、必要があれば授業中でもインタ

ーネットを通じて情報を収集することが可能となっている。また、本校の１年

生は約９割の生徒がスマートフォンを所持しており、家庭でも必要な時に必要

な情報を瞬時に手にできる状況にある。内閣府が調査した「青少年のインター

ネット利用環境実態調査」においても、スマートフォンの主な利用内容として、

動画視聴やＳＮＳの利用などに次いで、情報検索が挙げられており、現代を生

きる中学生にとって、インターネットは情報を収集するうえで欠かせないメデ

ィアであることが分かる。 

 このように、学校ではタブレット、家庭ではスマートフォンを用いて、まさに

“今”世界で起こっていることを“今”知ることができる環境下にある生徒にと

って情報の収集源はインターネット一択と言っても過言ではなく、新聞離れは

急速に進んでいるのである。現に、昨年度、本校で実施した「家庭における新聞

購読数」のアンケート結果においても、購読していると答えた家庭の割合はお

よそ３割だったことから、今年度においても購読数はなだらかに減少傾向にあ

ることが推測できる。 

 では、なぜ今「新聞」なのか。 

 確かに、インターネットには世界中の情報を瞬時に取得できるというメリッ

トがあるが、中には虚偽の情報も含まれている場合がある。画面上でスクロー

ルしながら得た情報は、多くの量を一度に取得できても、記憶には残りにくい

というデメリットもある。一方で、新聞は紙面を通して様々な情報を一覧で見

ることができるうえ、同じ情報でも他社の紙面と並べて比較しながら読むこと

もできる。瞬時性ではインターネットに劣るものの、編集という作業が含まれ

ている分、情報の正確性は高い。また、活字を通して身につく言語能力や、課題

解決能力、コミュニケーション能力を高める効果も期待できることから「新聞」

というメディアを通した実践を行うこととした。 
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２．実践の内容 

 （１）学年の取組 

 毎国語の授業において、初めの５分間を帯学習の時間に設定し、その時間に

あらかじめ教員が選んだ記事をワークシート形式にしたものを配布。内容につ

いては、①生徒が関心をもって読めるもの ②生徒が自分事として捉えられる

ものを中心に選び、ワークシートを作成した。ワークシートには、記事を読んだ

感想を書くものだけではなく、記事の内容についての自身の考えを問うものな

ど、その時々で発問を変え、多様な視点で読む力を高めることもねらいの１つ

とした。 

 取組を続ける中で、今日は何の記事だろうと楽しみにする生徒の様子や、テ

レビやインターネット等、別のメディアで得た情報をもとに、今日の記事の内

容を予測する姿も見られ、時事問題に関する意識の高まりが少しではあるが感

じられた。 

 

 
 

 

  
 

 

 

 

 

帯学習に取り組んでいる様子 
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 （２）学校全体の取組 

 学校全体の取組としては、昨年度から引き続き、ＮＩＥコーナーとして職員

室横と図書室に新聞を常置し、いつでも新聞を手に取れる環境を整備している。

それぞれの場所において、休み時間や放課後などに新聞を手に取り、読んでい

る生徒の姿が見られるようになってきた。 

また、今年度は、文化図書委員会とも連携を図り、職員室横のＮＩＥコーナー

に、委員会生徒が選んだ記事と、その記事に関するコメントを掲示し、新聞への

興味や親しみがわく仕掛けを施した。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

文化図書委員会の様子 

職員室横のＮＩＥコーナー 
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３．成果と課題 

 帯学習の取組においては、今起こっている事象を中心に記事を選んでいたた

め、生徒も関心をもって読むことができていた。また、それぞれの事象につい

て、自分自身はどう考えるか、自分自身が当事者だとしたらこの問題とどのよ

うに向き合うか、といった問いを投げかけることで、記事に書かれている事象

を自分事として捉えて読んだ跡がワークシートに記されていた。 

 生徒自身が記事の内容を予測するために、自主的に他のメディアから情報を

収集している様子も見られ、この取組が社会に関心をもつ１つのきっかけとな

っていたように感じる。新聞を身近なものに感じ、自分自身の興味関心の幅が

広がったこと、今までは知り得もしなかった社会の状況、情勢について知る機

会が生まれたことが今年度の成果であり、今後は、自身が感じたこと、考えたこ

とを他者と共有し、意見交流を図る場面を授業の中でも適宜設けていきたい。 

また、取組を進める中で、小学校の時にも新聞を活用した授業を受けていた

ことも判明し、こういった部分でも小中連携を図ることができるのだという発

見もあった。 

インターネット優位な社会ではあるが、その中で今もなお廃れずに生き続け

ている新聞というメディア。そこには必ず存在価値があるのだと考える。紙面

にこめられた記者の思いに触れ、温度感のある情報を手にすること。それは画

面上では感じ取れない、新聞ならではのものだと思う。そういった部分も生徒

には伝えながら、次年度以降も引き続き、可能な限りＮＩＥの取組を進めてい

きたい。 
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中学校 国語科・総合的な学習の時間 

「授業で生徒が変わる」ではなく「生徒が授業を変える」ために 

 

京都市立小栗栖中学校 校長 今津 敏一 

 

１．本校の概要 

本校は令和７年４月に、小栗栖中学校・小栗栖小学校・小栗栖宮山小学校・石

田小学校の４校が統合して、新たに京都市立栄桜（えいおう）小中学校として義

務教育学校となる学校である。（小栗栖小学校と石田小学校は令和４年度に一次

統合済み） 

醍醐地域初の義務教育学校の設立に向けて、新たな取組を行っているが、小栗

栖中学校は昭和５１年４月に醍醐中学校の分校として開校し、当初は生徒数３１

０名の中学校であったが、団地の建設に伴い人口が増え、最大１０００名を超え

る大規模校へと発展していった。しかし、時代と共に高齢も進み、現在は生徒数

２２３名となり、令和７年度義務教育学校になって１年生から９年生までの総数

で６００名前後の児童生徒数で開校する予定である。 

 

２．実践の概要 

   校長として赴任した２年目（令和３年度）に、３年生が修学旅行に向けた取組

の中でＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）につ

いて学習した際に、京都文教大学こども教育学部の橋本祥夫教授にご助言をいた

だき、自分たちで新聞を作成する取組を行った。 

 

まず、新聞を読むことから始め、記事の内容を分類して

いき、記事をまとめるという取組の中で、想定以上に熱心

に取り組むことができ、修学旅行での富士山に関する学習

に大いに参考となった。修学旅行後もＳＤＧｓについて学

習し、最終的に京都にどのように還元できるかなどを発信

した報告会では、校下の小学６年生に向けてＳＤＧｓに関

する自分の考えを発表することができた。さらに、最終的

には自分たちの記事がまとめられた新聞も完成すること
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ができ、大きな自信となった。その後も学年の廊下に新聞を置いてみたところ、

自分から手に取って読む姿が見受けられるようになってきた。 

 

   そこで、新聞に関する調査を行ってみたところ、想定外の数字に驚かされた。

全学年の生徒に新聞を定期購読している家庭を調査すると、２０２２年度の調査

によると全国平均の購読者が 61.3％であり、そのうち 30歳代が 30％に対し、60

歳以上が 80％であった。しかし、小栗栖中学校では１年生が 16％、２年生が 17％

であり、３年生にいたっては７％にとどまる数字であり、学校としては 13％に過

ぎないことが分かった。別の質問で、祖父母と同居しているという家庭は８％だ

ったことも要因に挙げられるかもしれない。 

 

１． 実践の内容 

（１） 新聞に親しむ 

生徒が、思ったより新聞に興味を持

ったのは、読み慣れているからではな

く、これまでほとんど触れてこなかっ

たということが大きな要因であるこ

とから、まず身近に新聞が読める環境

を作りたかったことからＮＩＥの実

践に参加させていただいた。 

それまで、廊下のスペースに京都府の高等学校のポスターを貼りだし、進路

について考えたり、自主的に学習したり、教員と談笑することができるスペー

スに、配達された新聞を常置することとし、いつでも生徒が手に取って読める

環境を作り、学校だよりやホームページでも紹介することで、生徒や保護者に

も浸透するようにしてみた。 
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すると、登校時や下校時に、そして放課後にもこのスペースに集まる生徒が

増えてきて、新聞を読んだり、みんなで学習したりすることが、ごく自然な環

境となり、効果があった。 

 

（２） 国語科での取組（２年） 

２年生の国語の授業で 

 「扇の的、義経の弓流れ」を読

み、新聞にまとめることを課題と

した。そのために、的を射る人物

の心情やその時の状況、見送る武

士の心情を考えること。扇の的を

射落とした状況描写を読み取る

こと、舞を舞う男や弓を拾い上げ

た義経の姿から人物像を読み取

ること、歴史的背景や自分が気に

なった部分について調べまとめることとした。初めての経験ということもあり、

実際に新聞を見てレイアウトを研究するとともに、いくつかの例をサンプルとし

て提示することで取り組んだ。Ａ４サイズの完成作品を数点廊下に掲示し、２年

生だけではなく、１年生も廊下を移動する際に目につく場所に展示し、閲覧でき

るようにした。 

 

（３） 総合的な学習の時間での取組（２年） 

    本校では、総合的な学習の時間を「共創（きょうそう）」の時間とし、多くの 

人と協働し、新たな自分を創造することを目的としている。２年生は来年度実 

施する修学旅行に向けた取組を始めている。 

    ２年生では国語の時間に新聞を作成したことを経験に、今回は模造紙に新聞 

作成を取り組ませた。各班でテーマを設定し、自分たちが訪れる「壱岐」の地 

域について「読んだ人が行きたくなる」工夫を加えながら記事集めを行い完成 

させた。 

    １年生に聞かせる形でポスターセッションとして発表した。本校の重点目標 

の中に「アウトプット」の重要性を上げており、自分が分かって終わるのでは 

なく、相手にどのようにわかりやすく伝えるかという点では、まだまだ経験は 

不足しているものの、第一歩としては貴重な経験となった。 
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模造紙の新聞は、しばらく展示しており、自分が聞いた以外の新聞の内容を 

   興味深く読んでいる生徒の姿があった。 

    こういった積み上げた経験をもとに、来年度の修学旅行についてはその成 

果を改めてまとめる機会を設けたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．成果と課題 

     今後、家庭での新聞購読の割合が増えることはなかなか望めないが、学校で

新聞に触れることができる、ゆっくり読むことができる環境を保障していくこ

とで、これが日常になっていくことが望まれる。そのために、来年度も生徒が

自由に閲覧できるスペースと、配送いただける新聞を読みやすい状態で提示す

るとともに、１つの案として、ニューヨークタイムズのような英字新聞や中学

生新聞のようなものも合わせて閲覧できるようにすることで、生徒の興味関心

を拡げていき、常に新聞を意識したり、ちょっとした時間でも読もうとしたり

する習慣を身につけさせようと思っている。 

       その結果として、総合的な学習の時間では、生徒が“インプット”から“ア

ウトプット”へ、すなわち“覚える”

から“使える”への変革を成すこと

で、最終目標としてきた「授業で生

徒を変える」から「授業で生徒が変

わる」への転換期を経て、来年度は

「生徒が授業を変える」への転換を

進めていきたい。そのために学校生

活のあらゆる場面で新聞の存在を

意識させていきたいと考えている。 
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中学校 国語科・社会科 

新聞から情報を取捨選択できる、多面的見方を養う実践 

 

八幡市立男山東中学校 教諭 志村 五郎 

 

 

１．実践の概要 

 本校は、「自ら学び、心豊かで逞しく生きる生徒の育成」という学校教育目標

のもと、目指す生徒像の「主体的に学び考え、生涯にわたって学ぶ意欲を持ち続

ける生徒の育成」を図るため、ＮＩＥ教育を活用した。そのＮＩＥの実践指定校

として２年目であった今年度は、「主体的に学び考える」ために、国語科・社会

科で新聞を活用することで、主体的・対話的で深い学びの実現を目指した。 

 前年度は、新聞を家庭で定期購読していない家庭が多い状態があった。そこ

で新聞というメディア媒体にいかに慣れるかというところから始まった。今年

度は、その新聞を「読み込んでいく」ことにした。まずは新聞を読むことを社会

科として実施し、国語科では新聞の読み比べに取り組んだ。 

 また、まだまだコロナ禍の影響が大きく、新聞を誰もが触ることができる状

況に不安を感じている印象があったが、誰の目にも触れやすい・手に取りやす

い環境整備を行い、実践を続けた。本校は朝のＨＲ前の１０分間を朝読書の時

間としているため、その時間に新聞を読む生徒も前年度同様おり、少しは身近

な読み物として認識されていた。 

 

２．実践の内容 

（１）国語科の実践 

第一学年では、新聞

の記事を読み比べ、同

じ事実であっても視

点(誰を中心に据える

のか)が変わることに

よって、その新聞記事

から受ける印象が変

化することを学習した。事実を伝えるだけではなく、その事実から書き手がど

のような視点で考えを述べているのか、そして読者に対して伝えたいことは何

なのかということを読み取るために行った。同じ事件について取り上げられた

異なる記事を配布し、その記事に見出しをつけ、その後、全体で交流した。生徒

は「ほかの班の見出しが違うことが不思議だったけれど、記事が誰目線で書か
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れているのかで受ける印象が違ったので、見出しが変わるのも当たり前だと思

った。」と感想を述べており、新聞などの記事を読むときに一つではなく、様々

な視点を持つことへの興味を持つことができた。  

次に、教科書中の教材である「少年の日の思い出」において、「僕」と「エー

ミール」の間に起きた出来事を新聞記事風にまとめる活動を行った。その際に

生徒自身を新聞記者にして、「僕」と「エーミール」それぞれの立場に分かれて、

記事を書くようにした。 

それぞれの立場から記事を書き、グループの中でどの記事が最も印象に残っ

たのかを相互評価し、それぞれの代表が全体の前で発表した。その時に記事に

用いた工夫や、事実のほかにどんな主張を入れたのかなどを伝えるようにした。

先に学習した内容もあり、「僕」の立場と「エーミール」の立場とで、受ける印

象が変わるような記事を書く生徒が多く、様々な視点で文章を書くことができ

ていた。今後は文章読解の中で、様々な視点に注目して読解していくことを意

識させたい。 

 

 

（２）社会科の実践 

 

①第１学年の実践 

 第１学年では、新聞を通して SDGs について考える授業を行った。学級の半数

以上の家庭で新聞を取っておらず、身近なものとしての認識がないという現状

があり、新聞記事をどのように読むかが分からない生徒もいた。新聞に対する

イメージでは、文字が多い、内容が難しいなどマイナスなものが多かった。第 1

学年では、総合的な学習の時間で SDGsの食品ロスについて学んでいることから、

より親しみやすい内容で新聞を読むことに留意した。記事を通して自分の考え

を持ち、他者の意見を聞いて違いを基に深めることをねらいとした。授業は生

徒に SDGs に関する新聞記事を 2 枚、iPad に送り、10 分間でその新聞記事の内

容を理解し、プリントに SDGｓの何番目の目標とつながっているか、そのように

考えた理由を記入させる。その後、自分が考えた目標と一言コメントを付箋に

書き、A３に拡大した新聞記事に貼り付け、班で交流する活動を行った。 

全員が同じ記事を読んだが、生徒が考えた目標は異なっているものもあり、
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その違いを聞くことで学びを深めることができた。授業後の感想では、自分が

思っていたよりも簡単な内容だったというものや、SDGs の取り組みは身近なも

のであることが分かったなどが挙げられた。今後は、身近な問題や政治・経済に

ついても取り上げ、社会について知る機会を多く作ることを意識したい。 

 

②第２学年の実践 

②－１ まわしよみ新聞(新聞タイム)をしよう 

第２学年では、「ＮＩＥのすすめ」の

中にある「まわしよみ新聞」を導入と

して活用した。生徒はタブレットやス

マートフォンの画面に慣れており、視

界いっぱいに広がる紙媒体を見ること

が少ないため、個人の興味が持てる新

聞記事を探し、取り組むことができる

「まわしよみ新聞」が最適であると考

えた。実践してみると、思わぬ行動が出てきた。新聞を読み、題材を決める時間

を１０分としたが、一部の生徒はそのまま読み続けたいと申し出てきたのだ。

そのため、クラス全体に読むか作るか問うたところ、３分の１程度が読み続け

ることを選択した。気になる記事を撮り、ポスターを作成するグループと、読み

続けるグループに変え、授業を続行した。「ＮＩＥのすすめ」のなかの「新聞タ

イム」に似たようなことを同時並行で行うことになった。読み続けることを選

択したグループに理由を聞いてみると、「新聞を開いて読んでいくと、次々と気

になる記事がでてくる。」「スポーツ欄でバスケットボールのニュースを見て、

ほかの新聞、日付が違う新聞ではどんなバ

スケットボールの記事が出てくるか気にな

って探し続けたくなった。」などと答えた。

作成するグループでは、「ほかの人がどんな

記事を選んだか気になる。」「記事をあわせ

て作るのが楽しそう」などの理由が出てき

た。「まわしよみ新聞」は導入として、新聞

に興味を持たせていくために行ったことで

あったため、目的は達成できた。 
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②－２ 気になる新聞記事に意見を書こう 

「まわしよみ」新聞からの発展として位置づけ、気にな

る記事を iPad で撮影し、その記事に対する意見を書いた。

比較的自分の意見を書きにくい生徒でも、自分にとって興

味がある内容を選ぶことができたため、自分の思いを表現

し、意見を書いていた。 

右の作品Ａは、「多様化とは自由を目的としていること

ではなく、差別をなくすために一人一人の人権を守って個

性を大切にするための行動だと思う。」と新聞記事を踏ま

えたうえで自分なりの意見を書くことができた。 

 

(京都新聞２０２２年６月５日) 

 

②－３ 特集記事を作成し、見比べよう 

最初に「まわしよみ新聞」を導入、次に新聞記事に対して自分の意見を書い

た。そして最後にどのような記事の配置が見やすいか、どのような記事がわか

りやすく伝わるかを主軸において、特集記事のようなものを作成させた。 

第２学年社会科では、地理分野・歴史分野において学んだことや調べて理解

したことをさまざまな図で表現し、まとめを行ってきた。まとめのときには必

ず「他者視点」を意識させた。授業で「他者視点」とは、他の人が見たとき、ど

こに・どのような理解をするのか、つまりどこがわかりやすい・おもしろいと感

じるのかと伝えた。この新聞の特集記事で、その「他者視点」に着目させること

で、教科の理解にもつなげている。 

また、この特集記事を作成させていく中で、２つの動きを取り入れた。１つは

「シャッフルタイム」と題して、作成途中の記事を見て回らせた。以下がその様

子である。 

 

 

①の写真のように個人

で見て回る、②の写真から

は複数人で記事に対して

意見を言い合うなど、主体

的に動いている。 

 

 

① ② 

作品Ａ 
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もう１つが、左図のようにオクリンクというア

プリを使用して、アプリ上に提出し、生徒が提出

された作品を自由に閲覧できるようにしたこと

である。 

 

この２つから、生徒は他者視点のとらえ方を交流し、自分の作品にいかして

いくことができた。一人ひとりがどの部分をわかりやすくしようとしているか

を読み取ることによって、作品が変化していった。以下はその変化をあらわし

た２作品である。 

切り口を変えたのが以下の作品Ｂである。内容はあまり変えず、ほかの人の

作品を参考に構成を変えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(京都新聞２０２３年１月１７日付) 

 

次の作品Ｃは、他の生徒との交流の中で、記事の時系列を特に意識したよう

である。コロナ関連の記事から、その時どうであったか、どのような対応がとら

れ、どのような報道がなされたか調べるようになった。時系列ごとに調べてい

くと、時間がかかったが、それを要約していく中で、今まで漠然と見ていたニュ

ースなどが、一つの大きな流れとしてコロナウイルス関連の記事を見ることが

できたようである。 

作品Ｂ 

著作権の

関係  

著作権の
関係  
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(京都新聞１２月２

８日付) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品Ｃは時系列に沿って調べ、まとめたためあえてこの体裁をとったとのこと

である。 

 この取組の中で、特に意識させたことは「これからどうなっていくのか」であ

る。現代において大量の情報が一気に流れてくることに慣れている生徒たちに

とって、それらの情報を取捨選択し、それをもとに考えていく力は必要である

と考える。情報に触れ、その後の動きを考えさせることが肝要であり、必須であ

作品Ｃ 
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る。多くの生徒がとても難しいと感じていたが、作成していく中で生徒同士の

雑談の中に、情報を基に先を見通した発言があり、生徒たちの成長を感じた。 

 

③第３学年の実践 

第３学年では、新聞記事の中から気になる記事をピックアップし、自分で要

約を行い、グループ内で交流するという活動を行った。ほとんどの生徒が新聞

を読んだことがなく、新聞をとっているという家庭も少なかった。まずは、新聞

がどのように構成されているか、新聞社によって見え方考え方が違うというと

ころに気付かせた。そして、自分の興味があるものを見つけ、要約を行った。中

には、「普段あまりニュースを気にして見ていなかったが、様々なことが起きて

いることに気付けた。」「地元のことも書かれており、こんなことも載っている

のかと驚いた。」という意見があり、興味をもって様々な記事に触れることがで

きた。そして、グループ内での交流では、自分の言葉でわかりやすく伝えるとい

うことを行った。新聞の中の難しい言葉も、タブレットを使用し、自分なりの解

釈で伝えることができた。新聞に触れて、自分の言葉にするということを目的

にしていたため、目的は達成できた。課題としては、新聞記事の内容が難しく、

選定することが苦労した生徒も若干数いた。 

 

３．まとめ 

 ＮＩＥの実践を行い、２年にわたって情報を取捨選択し、多面的な見方を養

う実践を続けた。その中で、情報の方向性を生徒は感じることができたように

思う。国語科では書き手の視点、社会科では他者視点を意識していくことで、事

実としての情報、そこにどのような意味を文章に持たせているかを読み取って

いく。それはやはり「主体的に学び考える」ために必要な力であると思う。「こ

の記事ではそう書いてある」・「それについて自分はこう思う」、などの意見を表

現し、他の人と比べていく授業は、生徒にとっておもしろい。つまり主体的に学

ぶ下地がつくられたようだ。ただそれと教科の授業を結び付けていく全体の取

組が今回はできなかった。個々の場面では結び付けたが、限定的であった。それ

は時間数の問題や取り組む教科が限られていることなどが理由である。 

 新聞を使う、刻一刻とネットのニュースは変化していく中で、その時何を感

じたか、どう社会問題を切り取ったかを如実に表す新聞は、過去・現在を確認で

きる手段として優れていると思う。その新聞を基にこの先どうなっていくかを

考えていくことが、本校の教育理念である「自ら学び、心豊かで逞しく生きる生

徒の育成」につながるはずである。 
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中学校 全学年 国語・社会・総合的な学習の時間 特別活動等 

新聞で培う「ことばの力」 

～豊かな表現力、読解力、対話力～ 
宮津市立栗田中学校 教諭 塩見 優真 

 

１．本校の実態 

  本校では、「未来を生きる心身ともにたくましい生徒の育成」を教育目標とし、

「主体性・挑戦意欲の高まる指導の研究」を令和４年度の研究テーマとして掲げて、

教育活動を進めている。 

  生徒は、豊かな自然の中で、伸び伸び過ごし、学校行事や様々な活動においても

意欲的に取り組むことができている。 

しかし、少人数での生活が続くため、人間関係があまり変わらず、多様な考えが

出にくい実態がある。さらに、世間で起きていることに対して、関心が持てず、視

野が広がりにくい状況で過ごしている面も見られる。 

 

  目的 

 

 

 

 

 

 

 

２．新聞の置き場所と整理方法 

  各学年フロアに NIEコーナーを設け、廊 

 下で手軽に新聞を手にすることができる環 

 境を整えた。 

 昨年度と比較をすると、新聞コーナーに 

立ち止まって新聞に目を通す生徒が減少し 

てきていた。そのなかで、教師が、生徒が 

興味を持ちそうな記事や、目にしてほしい 

記事が載っている面を表にした状態で置く 

ようにしたことで、手に取って記事を読む 

生徒が増えてきた。 

 

 

・日常生活や学習の中で、生徒の「ことばの力」の育成を図る。 

・社会に対するものの見方を広げたり、記事（意見）に対する自分の

考えを述べさせたりする力（表現力）の育成をめざす。 

・考えを深めさせるとともに、お互いを認め合い、主体的に情報を発

信する力の育成を図る。 



- 33 - 

 

新聞の保管場所については、本校の図書館教育担当と連携し、図書室を保管する

場所として設定し、図書委員会とともに整理をしている。 

 

 

３．実践の内容 

（１） 新聞づくり 

社会科や総合的な学習の時間で新聞づくりを行った。新聞の特徴を確かめな

がら割り付けを考え、実際の新聞と見比べながら作成できた。 

２年生では、校外学習で学んだことをグループで一つの新聞にまとめる活動

を行った。複数人で限られた紙面の中で、いかに分かりやすく表現し伝えられ

るか、試行錯誤しながらも新聞の構成・特徴を捉えて意欲的に取り組むことが

できた。   
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↑実際に使用したワークシート   

 

また、社会科での新聞づくりの学習を生かして、総合的な学習の時間でも新

聞づくりを行った。レイアウトや構成、伝える内容など、明確な根拠をもって

まとめることができており、書く力も育ってきていると実感した。 

 

（２） 委員会活動での取組 

図書委員を中心に新聞を活用した 

取組を行った。図書委員会主体で 

『図書委員おすすめ新聞記事』を実 

施した。各学年フロアに設置されて 

いる NIEコーナーの新聞を読んで、 

興味を持ったり、他の人に知らせた 

いと思ったりした記事を切り抜き、 
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掲示板に随時、貼っていくという活動である。記事内の考えや行動に対して、一   

言コメントを付けて掲示させていたことで、新聞記事に対して自分の考えや立 

場を明確にする機会が増えた。 

 

 

（３） 週末課題での活用 

    本校では、平日に出す課題とは別に、週末に出す課題を『週末課題』として取

り組んでいる。NIE 実践を始めてからは、この週末課題を、新聞を活用した課

題にしようと考え、オピニオンレポートに取り組んだ。内容は、教師が選んだ

新聞記事に対して、読んで思ったこと・考えたことを自由に書く課題である。

選ぶ記事は全学年同じであり、課題の裏面には、先週の記事に対する生徒たち

の意見の数点を載せて配布していた。自分の書いた意見をもって交流させるこ

とまではできなかったが、他者の考えを載せることで、新たな気づきや考えが

深まる様子がうかがえた。 

 多くの先生に記事を選んでいただき、教員全体で新聞を扱うという意識をつ

くることができた。 

 

 

（４）投書での活用 

  国語の授業の一環として、京都新聞の 

投稿欄「窓」へ意見文を投稿する活動を 

行った。この投書の活動を行うまでに、 

上記記載の週末課題のなかで投書の記事 

について意見文を書く活動を繰り返し取 

り組ませ、決められたテーマで他者の意 

見に対して自分の考えを持つ練習を行っ 

た。そして本取組では、テーマを自由に 

し、意見文を書かせて京都新聞に投稿す 

る投書を作成した。 

 投書をするということは、子どもたち 

が新聞に参加するということになり、非 

常に有益であると感じた。 
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４．成果と課題 

（１）  成果 

各学年ともに、教科等の学習や学級での取組に新聞記事を教材・素材として

取り入れたことで、身近な社会や世の中の出来事に関心をもつようになってき

た。特に、新聞を用いることの有効性を感じた点について、１つ目は、新聞が

生徒の社会への興味や関心を 抱かせるきっかけとなるということである。新聞

はリアルタイムで世の中の出来事を報道してくれる。世の中で何が起きている

のか、問題点は何なのかを知ることができ、興味のあることについてさらに調

べ、自らの課題として捉え考えることによって、社会に参加していくことがで

きる。 

  ２つ目は、自分の意見を持つとともに、人の意見を知ることができるという

ことである。特に本校は、自分の考えや思いを文章にまとめ、発表することは

できるが、資料を活用して、考察し、説得力のある説明をしたり、主張するこ

とについては苦手意識を抱いている生徒が多い。また、互いに意見を交換する

ような活動を好まず、他者の意見を取り入れ、自分の考えを深めることについ

て慣れていない生徒も多い。そのような中で、身近な話題を題材にして、様々

な立場の人の気持ちに立って物事を判断することで、他者理解に繋がったり、

感想や意見が違うことで、様々な視点から考えたりすることができ、また、深

く探求し理解することで、説得力のある説明をすることができる。 

 

（２）  課題 

        今後の課題としては、新聞をじっくり読む時間を確保するということがあげ

られるが、関心ある社会事象についての１分間スピーチなど、自分の意見を発

信する活動や探究する活動、多角的に物事を考えていく活動を継続して行い、

更なる思考力・判断力・表現力の向上を図っていきたいと考えている。        

     今後、新聞が伝える情報の特徴を理解し、自分の学習課題に沿って資料      

収集ができる力や、新聞記事の文章構成やリード文の書き方など文章表現      

力や活用する力を、学年の学習内容等に沿って伸ばしていきたい。 

        今、子どもたちは手軽にインターネットを利用できる環境にあり、実際      

に全国各地で SNSによる子ども同士のトラブルも発生している。こうした時代

だからこそ、新聞を活用した活動の中で「発信すること」の公共性や社会的な

責任について自覚した表現者を育て、あるべき情報社会の姿を考えさせたい。 
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   高等学校 国語科・地歴公民科・福祉科 

「はぐくみたい３つの力（①基礎的な知識・技能 ②論理的に考え、    

伝える力 ③主体的に学びに向かう姿勢）」の育成のために 
 

京都府立丹後緑風高等学校久美浜学舎 教諭 山下 豊子 

 

 

１．実践の概要 

昨年度に引き続き、より多くの教科が新聞を活用して情報や考えを理解する活動や、

聞き手に伝わるように発信する活動等に取り組み、学校の目標とする「はぐくみたい

３つの力」の育成のために新聞を活用する実践を行った。 

 

２．新聞の置き場所と活用の仕方 

  該当教科以外の教員にも広く目に触れるように置き場所を工夫するべきだったが、

４か月分の新聞を通年で保管するスペースは思いの外大きく、職員室内には持てなか

った。昨年度は切り抜きをせずにコピーを取って利用したため、手間がかかることが

課題として残った。そこで今年度は重複利用の配慮はせずに必要に応じて切り抜いて

利用したが格別不都合はなかった。 

 

３．実践の内容 

（１）国語科（３年生選択科目 国語表現） 

〈まわし読み新聞〉 

３～４人でグループを作る。京都新聞・読売新聞・毎日新聞の同じ日の新聞から、

気になった記事を二つ選ぶ。選んだ記事と選んだ理由をグループで共有する。模造紙

に壁新聞を作る要領で、選んだ記事をグループにまとめたり、配置に気をつけたりし

ながら貼りつけ、ひとつの作品に仕上げた。 

 

【成果と課題】 

〇成果 

  新聞を購読しない家庭が増え、新聞紙に触れる機会も減る中で、インターネッ

トで自分が興味を持ったニュースのみを知ることと、新聞紙をめくることでさま

ざまなニュースが目に留まる機会が持てることの違いに気づくことができた。 

  他者の選んだ記事から、同じ興味関心を持つ仲間に気づいたり、新しい世界を

知ったりすることができた。 
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〇課題 

  新聞に接する機会が少なく、記事を読むことへの慣れも少ないからか、モデル

ケースの時間配分では足らず、大幅な時間延長が必要だった。 

  熱心に読み込んだり、感想を発表しあったりすることはよい風景であったが、

授業計画の変更を要したのは課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）国語科 （３年生 現代文探究） 

〈１面記事の比較（新聞の読み比べ）〉 

 京都・朝日・毎日・読売・産経・日経各紙の同日の新聞から、１面の記事を比較す

る。 
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 同じ出来事を扱っていても、タイトルの表現や記事内容の論調が違うことを知るこ

とができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

（３）地理歴史・公民科（３年生選択科目 政治・経済） 

・授業の中で適宜、新聞記事を取り上げて紹介。 

・新聞記事の一部をまとめ、定期考査に出題。 

 

【成果と課題】 

〇成果 

   授業の中で紹介程度にとどまったものの、世間で起こっている出来事に対し、

関心をもたせることができた。主権者として、ニュースや新聞にふれることの大

切さを感じさせることができた。 

 

〇課題 

   授業時間の関係もあり、記事の紹介にとどまってしまい、実際に新聞に接する

機会をつくることができなかった。同じ出来事にしてもニュースや各新聞社でど

のような違いがあるかなどについて考察ができなかった。 
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（４）福祉科（２年生選択 介護福祉基礎） 

〈記事まとめと考察〉 

１０～１２月の新聞の中から 1500 字以上の〈介護・福祉〉に関連する関心ある記

事を選び、記事の要約（200字）と考察の記述 

 

【成果と課題】 

〇成果 

  新聞購読家庭は約半数、購読家庭でも生徒自身はほとんど新聞を手にしない

（スマホ中心で番組欄を探してまでテレビ番組も見ない）生徒達に新聞に親しむ

機会となった。授業で扱っていない外国の情報や、〈介護・福祉〉に関連ある社

会問題の幅広さを知れた。出来事を少しだけ知っている内容の記事を見つけて読

み込み、「よく分かった」と納得する場面もあり、ネットニュース記事との違い

を感じた生徒もいた。 

 

〇課題 

  授業課題なので取り組まなければ、と、生徒は記事探しの１時間、熱心に新聞

に見入っていた。しかし新聞の意義に気づき、授業課題でなくても生活の中で新

聞を活用していこうと思った生徒はいなかった。 

 情報収集手段としてはスマホで十分という姿勢に変化を起こせなかった。 
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高等学校 総合的な学習の時間 社会科 

新聞記事から社会の課題を考え、問いを立てる 

京都橘高等学校 教諭 小坂 至道  

 

 

１．本校での新聞活用（概要） 

 本校では、もともと複数社の新聞（朝日新聞、読売新聞、毎日新聞、京都新聞、

および The Japan Times）を用意し、職員室前の自学習・相談スペースに隣接し

て閲覧できるように工夫されている。しかし、中学生から高校生まで、朝のひと

ときや昼休み・放課後の面談待ちの時間などに新聞をめくる生徒がぽつぽつと

いる状況であった。 

 今回、ＮＩＥ実践に参加するにあたり、一部の生徒だけではなく、多くの生徒

が授業の中で活用できるようにしたいと考え、高校２年と３年の総合的な学習

の時間と、高校３年の学校設置科目の中で活用する方法を模索した。 

 まず、年度当初には、一斉に新聞を活用する状況を確保するために、朝日新聞

社のプログラムを取り入れた。次に、各社の新聞紙を授業内で教室に持ち込ん

で、読み比べて各社の視座を考えたり、社会課題を深掘りしたりするための材

料として利用するようにした。 

 こうした過程を経て、本校では新たに日本経済新聞を採用するようになった

ほか、司書教諭の協力のもと、閲覧台を新調してより読みやすくすること、過去

１週間ほどの新聞に遡って確認できるように工夫されることが決まった。 

 

（写真１） 

職員室前(右扉)に新調 

された新聞の閲覧台。 

下の棚には、過去数日 

分の新聞が置かれてい 

て、さかのぼって読む 

ことができる。図書室 

(左奥)へのアクセスも 

よい場所に設置されて 

いる。 

 

２．実践事例 

 ここでは、おもに朝日新聞社のプログラムを活用した総合学習における実践

事例（Ａ）と、社会特講（学校設置科目）での実践事例（Ｂ）を報告する。 
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Ａ 総合学習における実践事例（高校２・３年） 

（１）ＳＤＧｓを切り口とした社会課題の学習（総合的な学習の時間＝２年） 

 以下に示す実践は、授業の設定としては「総合的な学習の時間」ではあるが、

新学習指導要領の「総合的な探究の時間」を見据えた改変を進める中での試行

錯誤の事例である。このプログラムの概要は次の通りである。 

 

 朝日新聞の協力のもと新聞をクラス人数分だけ用意し、ＳＤＧｓの目標ごと

に色分けされた付箋、課題を分析するためのシート等を利用する。 

 生徒は、各自で新聞を読み、興味を持った記事内容がＳＤＧｓのどの目標に

関係する内容かを考えて付箋を貼る。それを班の中で共有する。また、教室の壁

一面に貼り付けた新聞紙に、みんなで付箋を貼りなおして、クラスの関心がど

のような記事に向いているかを共有する。こうした中で、自分や他者の関心・興

味のあり方や視点の持ち方を考える。また、班ごとに特に取り上げたい記事を

１つ選んで、ＳＤＧｓの目標にもとづいてどのような課題を指摘できるのかの

分析を行い、班ごとに発表を行う。 

 

（写真２） 

 班ごとに選んだテーマを 

ＳＤＧｓのゴールに関連さ 

せて分析し、考えたことや 

気づいたことを発表した。 

 

 

 

 

 

 

高校２年生では、自らの関心・興味と社会の課題（要請）を結びつけて課題解

決を考えていく、探究的な総合学習を目指していた。その中での本実践の位置

づけは、探究活動の前提であった。まず、社会の課題にはどのようなものがある

のかを知ること、次に多様な社会の課題への視点やアプローチにはどのような

ものかを知るということに主眼を置いた。その後、各自が関心・興味を持つ課題

を取り上げつつ、探究するテーマの設定に結びつけていく過程をたどった。 

また、新聞記者がどのように社会課題に向き合っているのかの講演を聴いた

り、調査をする中でのインタビューの仕方（質問の作り方）を考えるワークショ

ップを行ったりした。 
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（２）ＳＤＧｓを切り口とした社会課題の学習（総合的な学習の時間＝３年） 

 高校３年生では、自分たちが参画していく社会について考えていくべきこと

として、おもに３つのテーマを挙げている。それは、「働くことを通じた社会へ

の貢献」、「社会の中で求められる多様性（特に性のグラデーション）」、「死から

逆算して考える自分の生き方・あり方」である。１学期には、これらを考える前

提づくりとして、高校２年生と同様の新聞を活用した取り組みを行った。高校

２年生と異なるのは、その後の学ぶテーマが絞られている点ではあるが、すで

に学んでいたＳＤＧｓの復習的な側面を持ったことと、多様な視点をもつこと

に意義があったと考える。 

 

（３）生きる指針（自分のあり方）を問う取り組み 

 （総合的な学習の時間＝３年） 

 高校３年生の２学期後半には、これまでの学びの集大成として、生徒は各自

で「私の生きる指針」をまとめ、発表した。さらに自分たちのあり方をよりいっ

そう深めて考えることと、その成果を形に残すことを目指して、クラスごとに

新聞づくりを行った。新聞記者によるインタビューの仕方のワークショップを

受けて、生徒同士が相互にインタビューし、その相手の「生きる指針」を前提に

その人の記事を書いてまとめていった。これは、各社の人物に焦点を当てたコ

ラムが参考になって生まれた取り組みであり、クラスごとに発行した新聞は、

卒業記念としてもよい成果物となった。 

 

 

Ｂ 社会特講における実践事例（高校３年） 

 社会特講は、高校３年生の文系クラス（世界史・日本史の選択者の合同講座）

で実施される科目で、週２単位の学校設置科目である。この科目では、１学期か

ら２学期前半にかけて、ウクライナ・ロシア問題を軸に、国民国家や戦争・平和

などについて学んだ。２学期後半には、それぞれの関心にもとづいたテーマで、

個人または２～３人のグループで授業形式の発表を行った。 

 

 

（１）問いづくりの素材としての新聞記事の活用 

４月当初は、様々な資料（新聞紙、雑誌、ソーシャルメディア等）の内容を掘

り下げて読む工夫として、教員が選定した新聞記事の内容について問いを立て

る練習をおこなった。本実践では、特定少年の実名報道について触れている記

事を選び、それについて問いを立てた。言葉の意味を問う比較的簡単な問いか

ら、加害者側・被害者側それぞれへの報道の影響は何かという比較的深められ

そうな問いまで幅広く見られた。 

この経験をもとにして、問う視点で資料を読むことを意識づけていった。 
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（写真３） 

 問いづくりのワークシ 

ート。〇印はオープン 

 クエスチョン、△印は 

 クローズドクエスチョ 

 ンの分類を示し、問い 

を立てた生徒たちが判 

断している。その中で 

それぞれの問いの性質 

の違いなども考えた。 

 

 

 

 

（２）生徒が自分たちで行う授業 

 ２学期の後半は、ほぼ進路の方向性は確定している中で、自分の関心・興味の

ある課題・テーマを整理し直し、他の生徒に伝える取り組みを行った。ただの調

べ学習とならないように、「他の生徒に授業を行う」ことを条件とし、中心にな

る発問を用意するよう指示した。授業の形式は、スライドを使った説明中心の

もの、プリントを用意して穴埋めをするもの、クイズに近い発問をするものな

ど様々であったが、他の生徒とのコミュニケーションを取り、一方通行の授業

にならないように工夫されているものが多かった。 

 ここでの新聞活用は、テーマの選定、資料の検討（複数紙の比較）、発表時の

資料としての活用である。「自分の授業でうそを教えられない」という意識が働

いたのか、自分の関心あるテーマだからか、非常に熱心に新聞を読み込み、iPad

での検索と合わせて「教材研究」をしている様子がうかがえた。この過程で、社

会の課題が、幾層にも課題を抱えていることに気がついた生徒もみられた。 

 

（写真４） 

 テーマ選定のために 

新聞紙をめくる生徒た 

ち。同じようなテーマ 

を選んだものは、同じ 

チームとして発表した。 

 テーマは多岐に及び、 

いずれも興味深い授業 

内容であった。 
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３．ふりかえり 

（１）生徒のようす 

 Ａ 総合学習での活用 

 ①高校２年 

  生徒のふりかえりコメントからまとめていくと、新聞を使って他の生徒と

調べ直したり意見を伝えあったりする活動が、「単純に知識を増やすことだけ

でなく多様な視点や価値観を学ぶうえで役に立った」、「自分の意見を持った

り社会にどう向き合うかということを考えるようになった」などのコメント

が多かった。また、そもそも、新聞紙を手に取ること自体が初めてという生徒

も多数おり、「自分がふだん目にしない情報にも触れることができた」といっ

たコメントもみられた。 

 

 ②高校３年 

  新聞を使ったＳＤＧｓ学習については、ＳＤＧｓをすでに多く学んでいた

学年だったこともあり、やや新鮮さに欠けた感があったようである。 

  一方で、お互いの生きる指針を掘り下げるインタビューとその記事の作成

では、楽しく、興味を持った活動ができていた。記者によるインタビュー講座

も、すぐに生徒相互のインタビューにつながった点で効果が大きく、生徒の

学びの実感も大きかったようである。記事にまとめていく段階では、情報の

取捨選択や文章表現などに苦労していたようであるが、友人の話をまとめる

ので手を抜くわけにもいかず、良い負荷となったといえる。 

 

 Ｂ 社会特講での活用 

  新聞記事から問いを立てることに難しさを感じる生徒は多かったが「情報

をただ受け入れるだけでなく、問いを立てながら考えられるようになった」

とのコメントもあった。また、「様々な記事を目にしたことで自分の関心・興

味の持ち方に気づいた」、「色々調べて、芋づる式に情報がつながっていって

新しく知ることが増えたのが楽しかった」といったコメントが多数みられた。

高校３年生であったこともあり、発表にもそれなりに慣れていて、いかにう

まく表現するかを楽しんでいる生徒もみられた。 

 

（２）実践者の感想 

  ただ新聞を読む、わからない言葉を調べる、といった活動では、生徒の学び

の意欲は上がらない。かつて、新聞のコラムを読んで、タイトルをつけたり、

感想を一言記入したりするなどの取り組みもしたことのある本校であるが、

それらは、ややもするとマンネリ化していた。 

  今回の諸実践を振り返る中で、生徒がかなり具体的なアウトプットを想定

して取り組むこと、その過程で生徒同士が豊かにコミュニケーションをとる
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機会が確保されていることが、生徒の学びの意欲を高め、維持することに役

立つという実感を得られた。特に、生徒の日常（家庭生活）にはみられなくな

りつつある新聞紙を使って学習を進めていく中では、新聞が「情報量が多く

て面倒な資料」ととらえられるか、「自分では目の向きにくい新鮮な素材が豊

かな資料」ととらえられるかに分かれ目があると思われた。活動全体のデザ

インによるところもあり、インプット・アウトプットのあり方を工夫し続け

ていくことが必要と考える。 

 

（３）反省点や課題点 

  新聞紙の活用という点に着目すると、新聞を使ったワークや探究に向けた

情報収集の段階では、比較的新聞を手に取り、複数紙を見比べるという活動

がみられたが、それ以外の場面で継続的に新聞を読むようになったかといわ

れると、実感としてはやや乏しいものがある。 

  また、今回は情報の収集に力点が置かれた学習が多かったが、今後は、ある

事実がなぜそう表現されたか（新聞社／書き手でなぜことなるか）、そのこと

が読者にどういう影響を与えうるのか、など、一段と視点を上げた記事の読

み込みにもチャレンジしていきたい。 

 



年度 校数

1994 2

1995 3

1996 3

1997 3

1998 2

1999 3

2000 3

2001 6

2002 9

2003 10

4

2004 10

6

2005 9

8

2006 10

7

2007 11

7

＜これまでの実践校・準実践校・奨励枠・トライアル校＞

  聖母学院小学校、京都府立商業高等学校（現すばる高等学校）

  聖母学院小学校、京都市立修学院中学校、同志社高等学校

  京都市立百々小学校、京都市立修学院中学校、立命館宇治高等学校

  京都市立百々小学校、京都市立修学院中学校、立命館宇治高等学校

  京都市立百々小学校、京都市立修学院中学校

  京都市立養正小学校、京都市立吉祥院小学校、京都文教女子高等学校

  京都市立養正小学校、京都市立吉祥院小学校、京都文教女子高等学校

  京都市立山王小学校、京都市立清水小学校、大山崎町立第二大山崎小学校

  京都市立花山中学校、八木町立八木中学校、京都文教女子中学校

  京都市立山王小学校、京都市立清水小学校、大山崎町立第二大山崎小学校

  京都市立衣笠中学校、京都市立伏見中学校、八木町立八木中学校

  京都文教女子中学校、京都府立北稜高等学校、花園中学高等学校

  京都市立第三錦林小学校、京都市立山階小学校、亀岡市立曽我部小学校

  八幡市立美濃山小学校、京都市立衣笠中学校、京都市立伏見中学校

  向日市立勝山中学校、京都府立北稜高等学校、花園中学高等学校

  華頂女子中学高等学校

（準）京都市立山王小学校、京都市立清水小学校、大山崎町立第二大山崎小学校

  八木町立八木中学校

  京都市立第三錦林小学校、京都市立山階小学校、聖母学院小学校

  亀岡市立曽我部小学校、八幡市立美濃山小学校、京都市立洛北中学校

  京都市立洛南中学校、向日市立勝山中学校、長岡京市立長岡第三中学校

  華頂女子中学高等学校

（準）京都市立山王小学校、京都市立清水小学校、京都市立伏見中学校

  八木町立八木中学校、花園中学高等学校、京都府立北稜高等学校

  京都市立紫竹小学校、京都市立嵯峨野小学校、聖母学院小学校

  京都市立洛南中学校、京都市立洛北中学校、京都市立蜂ヶ岡中学校

  長岡京市立長岡第三中学校、京都教育大学附属桃山中学校

  京都市立塔南高等学校

（準）京都市立第三錦林小学校、京都市立山階小学校、八幡市立美濃山小学校

  京都市立伏見中学校 、向日市立勝山中学校、京都府立北稜高等学校

  花園中学高等学校、華頂女子中学高等学校

  京都市立紫竹小学校、京都市立嵯峨野小学校、京都市立鏡山小学校

  城陽市立寺田西小学校、京都市立蜂ヶ岡中学校、京都市立旭丘中学校

  京都教育大学附属桃山中学校、亀岡市立育親中学校

  京都市立塔南高等学校、京都市立洛陽工業高等学校

（準）京都市立第三錦林小学校、京都市立山階小学校、八幡市立美濃山小学校

  京都市立洛北中学校 、京都市立洛南中学校、長岡京市立長岡第三中学校

  華頂女子中学高等学校

  京都市立鏡山小学校、京都市立静原小学校、京都市立松尾小学校

  城陽市立寺田西小学校、向日市立第５向陽小学校、京都市立旭丘中学校

  京都市立久世中学校、京都市立西京高等学校附属中学校、同志社中学校

  京都府立園部高等学校、京都学園高等学校

（準）京都市立紫竹小学校、京都市立嵯峨野小学校、 京都市立洛北中学校 

  京都市立蜂ヶ岡中学校、京都教育大学附属桃山中学校

  京都市立洛南中学校、長岡京市立長岡第三中学校
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年度 校数

2008 10

2

5

2009 10

6

2010 10

7

2011 10

5

2012 10

5

2013 10

2

1

2014 10

5

＜これまでの実践校・準実践校・奨励枠・トライアル校＞

  京都市立静原小学校、京都市立松尾小学校、京都市立吉祥院小学校

  向日市立第５向陽小学校、京都市立久世中学校

  京都市立西京高等学校附属中学校、京都市立下鴨中学校、城陽市立西城陽中学校

  京都府立園部高等学校、京都学園高等学校

（奨励枠）立命館小学校、京都市立周山中学校

（準）京都市立紫竹小学校、京都市立鏡山小学校、京都市立蜂ヶ岡中学校 

  京都市立旭丘中学校、京都教育大学附属桃山中学校

  京都市立吉祥院小学校、京都市立安井小学校、京都市立一橋小学校

  京都市立二条中学校、京都市立下鴨中学校、京都市立桂中学校

  城陽市立西城陽中学校、綾部市立上林中学校、宮津市立養老中学校

  京都府立鴨沂高等学校

（準）京都市立静原小学校、京都市立松尾小学校、向日市立第５向陽小学校 

京都市立西京高等学校附属中学校、京都府立園部高等学校

京都学園高等学校

  京都市立月輪小学校、京都市立安井小学校、京都市立一橋小学校

  福知山市立大正小学校、京都市立北野中学校、京都市立二条中学校

  京都市立桂中学校、宮津市立養老中学校

  京都府立鴨沂高等学校、東山中学高等学校

（準）京都市立吉祥院小学校、京都市立松尾小学校、京都市立静原小学校 

  向日市立第５向陽小学校、京都市立下鴨中学校

  京都市立西京高等学校附属中学校、京都学園高等学校

  京都市立月輪小学校、京都市立竹の里小学校、京都市立葵小学校

  福知山市立大正小学校、京都市立北野中学校、京都市立向島中学校

  八幡市立男山第三中学校、京都教育大学附属京都小中学校、東山中学高等学校

  京都府立東稜高等学校

（準）京都市立吉祥院小学校、京都市立一橋小学校、京都市立下鴨中学校

  宮津市立養老中学校、京都府立鴨沂高等学校

  京都市立藤ノ森小学校、京都市立竹の里小学校、京都市立葵小学校

  京都市立西陵中学校、木津川市立木津南中学校、京都市立向島中学校

  八幡市立男山第三中学校、京都教育大学附属京都小中学校、

  京都光華中学・高等学校、京都府立東稜高等学校

（準）京都市立月輪小学校、京都市立一橋小学校、宮津市立養老中学校

  東山中学高等学校、京都府立鴨沂高等学校

  京都市立藤ノ森小学校、京都市立朱雀第六小学校、京都市立藤城小学校

  木津川市立恭仁小学校、京都市立西陵中学校、木津川市立木津南中学校    

  京都市立西京極中学校、長岡京市立長岡中学校、京都府立向陽高等学校

  京都光華中学・高等学校

（準）京都市立竹の里小学校、八幡市立男山第三中学校

（トライアル校）宇治市立笠取第二小学校

  京都市立朱雀第六小学校、京都市立藤城小学校、京都市立明徳小学校

  木津川市立恭仁小学校、京都市立双ヶ丘中学校、京都市立西京極中学校 

  長岡京市立長岡中学校、八幡市立男山東中学校、平安女学院中学校高等学校

  京都府立向陽高等学校

（準）京都市立竹の里小学校、八幡市立男山第三中学校、京都市立藤ノ森小学校

  木津川市立木津南中学校、京都光華中学・高等学校
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年度 校数

2015 10

3

2016 10

2

2017 11

3

2018 11

0

2019 9

2

2020 8

1

2021 9

2022 9

2023 13

（予定）

＜これまでの実践校・準実践校・奨励枠・トライアル校＞

  京都市立明徳小学校、京都市立高倉小学校、京都市立衣笠小学校

  京都市立双ヶ丘中学校、京都市立伏見中学校、八幡市立男山東中学校

  京田辺市立田辺中学校、木津川市立山城中学校、京都府立東舞鶴高等学校

  平安女学院中学校高等学校

（準）京都市立西京極中学校、長岡京市立長岡中学校、京都光華中学・高等学校

  京都市立高倉小学校、京都市立衣笠小学校、京都市立宇多野小学校

  京丹波町立瑞穂小学校、京都市立伏見中学校、京都市立大枝中学校

  京田辺市立田辺中学校、木津川市立山城中学校、京都女子中学校高等学校

  京都府立東舞鶴高等学校

（準）八幡市立男山東中学校、平安女学院中学校高等学校

  京都市立宇多野小学校、京都市立山階南小学校、京田辺市立松井ケ丘小学校

  京丹波町立瑞穂小学校、京都市立京都御池中学校、京都市立大枝中学校

  木津川市立木津第二中学校、亀岡市立亀岡中学校、綾部市立上林中学校

  京都女子中学校高等学校、京都府立久御山高等学校

（準）京都市立高倉小学校、京田辺市立田辺中学校、木津川市立山城中学校

　京都市立竹の里小学校、京都市立山階南小学校、京田辺市立松井ケ丘小学校

　京都市立京都御池中学校、京都市立深草中学校、木津川市立木津第二中学校

  亀岡市立亀岡中学校、綾部市立上林中学校、南丹市立八木中学校

　ノートルダム女学院中学高等学校、京都府立久御山高等学校

京都市立新町小学校、京都市立竹の里小学校、宇治市立大久保小学校

伊根町立本庄小学校、京都市立下鴨中学校、京都市立深草中学校

南丹市立八木中学校、ノートルダム女学院中学高等学校

京都府立須知高等学校

(準）京都市立京都御池中学校、綾部市立上林中学校

京都市立新町小学校、京都市立竹の里小学校、宇治市立大久保小学校

伊根町立本庄小学校、京都市立下鴨中学校、京都市立大淀中学校

龍谷大学付属平安高等学校、京都府立須知高等学校

(準）綾部市立上林中学校

京都市立竹の里小学校、京都市立羽束師小学校、京田辺市立草内小学校

京都市立大淀中学校、京都市立花山中学校、八幡市立男山東中学校

宮津市立栗田中学校、京都府立久美浜高等学校・丹後緑風高等学校久美浜学舎

龍谷大学付属平安高等学校

京都市立羽束師小学校、京都市立神川小学校、京都市立七条第三小学校

京都市立光徳小学校、京都市立新町小学校、京都市立御所南小学校

京都市立小栗栖中学校、京都市立西京高等学校附属中学校、宮津市立栗田中学校

綾部市立八田中学校、京都橘中学校・高等学校、京都府立峰山高等学校

京都両洋高等学校

京都市立羽束師小学校、京都市立神川小学校、京田辺市立草内小学校

京都市立花山中学校、京都市立小栗栖中学校、八幡市立男山東中学校

宮津市立栗田中学校、京都府立丹後緑風高等学校久美浜学舎

京都橘中学校・高等学校
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